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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

付
加
保
険
料
で
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
に
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金（
年
間
受
け
取
り
額
）は
、

「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
」
で
計
算

さ
れ
ま
す
。
２
年
以
上
受
給
す
る
と
、

支
払
っ
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付
加

年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、
お
得

で
す
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
お
申
し

込
み
の
月
分
か
ら
と
な
り
、
定
額
保

険
料（
月
額
１
万
４
９
８
０
円
）を
納

付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
や
、
年
金
保
険
料
の
免
除

該
当
者
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
保
険
料
の
納
付
の
お
申
し
込

み
は
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ

お
願
い
し
ま
す
。
後
日
、
年
金
事
務

所
か
ら
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
で
積
立
て
て
年
金
を

増
や
す
方
法
も
あ
り
ま
す
！

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
だ

け
に
加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
な
ど

の
方
に
、
よ
り
充
実
し
た
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上

乗
せ
し
て
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
で
き
る
方

は
、

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
第
１
号
被

保
険
者
の
方
で
す
。
な
お
、
国
民
年

金
基
金
加
入
者
は
、
上
記
の
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
基
金
に
は
、「
地
域
型

国
民
年
金
基
金
」
と
「
職
能
型
国
民

年
金
基
金
」
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
を

加
入
希
望
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料

と
は
別
に
掛
金
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
の
申
し

込
み
は
、
直
接
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
年

金
基
金
へ
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
の
届
出
に
つ
い
て

　
日
本
に
住
む

２０
歳
以
上

６０
歳
未
満

の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保
障

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ

ガ
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
や
、
一

家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な

ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守

っ
て
く
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
あ

の
時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前
に
、
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（

２０
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
中
の
方
は
、
加
入
手

続
き
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者
納

付
猶
予
」「
保
険
料
免
除
制
度
」
な

ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
・
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場

ま
た
は
年
金
事
務
所
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

　
地
域
型
国
民
年
金
基
金

蕁
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

こんなときには届出が必要です　～20歳以上60歳未満の方～
国民年金の届出は加入する時だけでなく、被保険者種別が変わったときにも必要です。

■第1号被保険者…国民年金加入者　　　■第2号被保険者…厚生年金や共済年金加入者
■第3号被保険者…第2号被保険者の扶養対象配偶者（国民年金加入者）

届出が必要なとき

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く。）

退職したとき
（厚生年金や共済年金加入者）

配偶者に扶養されていたが、配偶者が
厚生年金、共済年金を辞めたとき

異動の内容

第1号被保険者になります。

持参するもの

●印鑑
（本人自署の
場合は不要）

届出先

役場または
年金事務所

第2号被保険者から第1号被保険者にな
ります。（第3号被保険者に該当する場
合を除く。）

第3号被保険者から第1号被保険者にな
ります。

●印鑑
（本人自署の
場合は不要）

●年金手帳


